



















国有化という考えがある（Shaw & Wilshire [1889] 1891）。また 1920 年ごろのフェビアニズム
の政治的提言をまとめた『大英社会主義コモンウェルスの構成』1 では，社会的に共同管理す
べき諸産業，行政活動を一概に国有化するのではなく，市町村等の自治体単位に分割して管
掌させ，国内で競争しながら改善していける体制を提案している（Webb & Webb 1920:203-
246=1979:220-265）。バージェスやフェビアンたちにとっての「社会化」は，レーニンが描いた
財産の没収，その後の社会での共有といった「社会化」を指しておらず，その意味にはかなり
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表 1 ，フェビアン協会関連年譜（Cole [1931] 1937 など参照）およびウェッブ夫妻主要著作初出年3
　1883 The Fellowship of the New Life から分かれて Thomas Davidson 教授の影響下に，
Frank Podmore, Edward R. Pease らでフェビアン協会結成
　1884 George Bernard Shaw 加入
　1885 Sidney Webb 加入
　1887 Fabian Essays（Shaw & Wilshire [1889] 1891）出版
　1891『英国協同組合運動』（Potter 姓時代の Beatrice の単著）（Potter 1891=1921）
　1892 Beatrice Potter が Sidney と結婚，Beatrice Webb となる
　1894『労働組合運動史』（Webb & Webb [1894] 1911=1973）
　1897『産業民主制論』（Webb & Webb [1897] 1902=[1927] 1969）
　1911『防貧策』（Webb & Webb 1911a=1914）
　1920『大英社会主義コモンウェルスの構成』（Webb & Webb 1920=1979）
　1921『消費組合運動』（Webb & Webb 1921=1925）
　1923『資本主義文明の崩壊』（Webb & Webb [1923] 1970=1928）
　1932『社会調査の方法』（Webb & Webb [1932] 1975=1982）


















　バージェス博士論文の第 2 部「社会の進歩における社会化の役割」（Burgess 1916: 69-174）
は古代から近代までのイギリス社会の発展をたどりつつ，社会主義的な 「社会化」理念に到達
するまでの過程を記述している。第 2 部は 4 章に分かれる。すなわち，第 7 章「社会化の血族
的段階」（Burgess 1916:69-86），第 8 章「社会化の個人的段階　その１，封建的なタイプ」（Burgess 
1916:87-108），第 9 章「社会化の個人的段階　その 2 ，タウン・タイプ」（Burgess 1916:109-
136），第 10 章「社会化の非個人的段階」（Burgess 1916:137-174）である。

































『労働組合運動史』（Webb & Webb [1894] 1911=1977）など，数点の書物を引用して構成して
いる。資本主義が発達した社会では労使の対立が激化し，労働者が蜂起し革命にいたり，社会
主義，共産主義の社会に移行するというマルクスとフリードリッヒ・エンゲルスによる予言



































































































された（Webb & Webb [1894] 1911:287-288）が，彼もメソディストの説教師だった。労
働者の組織での活動のために，7 年間の移送の判決を受けた 6 人のドーデットシャーの労
働者たちは，素朴な心をもったメソディストであり，そのうち 2 人は巡回説教師（itinerant 
preachers）だった。1834 年ロンドンでの抗議のための大行列は「馬上の非国教会教区牧
師に率いられていた」（Seignobos [1899] 1907:50）。労働者の教会への参加の影響の程度は，






















師出身の社会学者ケネス・バーンハート8 や，また教科書『家族』（Burgess & Locke  [1945] 
1953）や予測研究（Burgess & Cottrell [1939] 1998; Burgess & Wallin 1953; Locke 1951）以降
に共同研究者となったハービー・ロックが，メソディズムやキリスト教社会学に関する博士論


































































































































& Webb [1897] 1902:766-784=[1927] 1969:937-960; 1920:320-323=1948:336-338）。具体的には，主
に最低賃金の保証，法定労働時間の制定を指す。これは先行する『労働組合運動史』調査（Webb 
& Webb [1894] 1947=1973）から抽出した論点のうち，全国民に適用されるべき基本法の構成
要素と見なされたものである。こうした事柄以外に各職種の労働組合が勝ち取るべき諸条件は，
全国民に適用される法律によるのではなく，各労働分野における労使の団体交渉によって獲得


























を調査し，1920 年代から 1930 年代にかけて起こった社会変動を薔薇色に美化した報告書『ソ





までも牧歌的に描きだしている（Webb & Webb 1936:258-272, 376-392=1952-53:2 巻，94-112, 
241-260）。スターリン指導下のロシア共産党からの一方的な情報提供を，疑うことなく鵜呑み









ロシア研究書に差しかえられた13（Burgess & Locke [1945] 1953:194; Burgess et al. 1963:112, 
1971:142）。日本では大原社会問題研究所で進められていた翻訳出版が中絶している。
　ロシア社会への関心を示すものとして，バージェスは『家族』でロシア家族の項目を設け
（Burgess & Locke [1945] 1953:180-206; Burgess et al. 1963:99-124, 1971:130-155），またソヴィ




































『家族』のロシア家族に関する章（Burgess & Locke [1945] 1953:180-206; Burgess et al. 1963: 
99-124, 1971:130-55）などから読み取れるロシア家族への関心について，1943 年以降，連邦政
府の審議会などに雇用される際の被用者調査（Employee Investigation）（1943 年 9 月 6 日か
ら 1944 年 4 月 19 日まで），忠誠調査（Loyalty Investigation）（1950 年 2 月 21 日から 7 月 19
日まで），2 回の国家公安調査（Internal Security Investigation）（1946 年 8 月 5 日から 1947
年 7 月 21 日までと，1950 年 8 月から 1951 年 2 月 28 日まで）を受けている。他にも断続的
に，1956 年 3 月のブルーマーの忠誠調査における情報提供についての協力を要請される時点
まで，バージェスは地域委員会に召喚され証言を求められ，身辺の調査を受けてもいる。そ
こでは共産党の覆面組織とされる全国米ソ友好振興会（National Council of American Soviet 
































なかで 1880 年代にはブームが再燃し，フェビアニズムが台頭する。19 世紀の半ばにはマルク






















3 　このうちバージェスが博士論文で参照しているのは，『労働組合運動史』『産業民主制論』（Webb & Webb 








に，PDF や full text など各種のデータをダウンロードできるサイトのアドレスを併載する。
6 　ここで参照されている The Dictionary of National Biography も初版から起こしたデータが全巻分，インター
ネット上のアーカイブで公開されている。現在，各大学図書館などで容易に手にとることができるのは，








指ししめしている。1731 年から 1740 年までの 10 年間で，新規の登録数はわずかに 448 ヶ所であったが，
1791 年から 1800 年までは 4394 ヶ所増え，1801 年から 1810 年までには 5460 ヶ所増えた。さらに 1811 年
から 1829 年まででは，10161 ヶ所増えた」（Burgess 1916:149, ただし n.39 も本文に繰りいれて再構成；









10　"The Fabian Society: brief history," （http://www.theguardian.com/politics/2001/aug/13/thinktanks.uk. 












ではないことが知られていった（フルシチョフ 1959=1977; 志水 1977）。
13　引用されているのは『ソヴィエト・コミュニズム』の 1937 年第二版以降に収録された 1936 年憲法の 122 条。






（Stouffer et al. [1949] 1977,  [1947] 1977a）プロジェクトの中心人物としてゆるぎない愛国心を表明しながら，
のちにアメリカ人の共産主義への態度を研究して捜査対象となったストゥファーとの同僚関係から，捜査
線上にあがったと考えられる（Keen 1999:123-141, 155-169, Stouffer 1955）。
参照文献
A.G., 1900, "Whitefield, George," Lee 1900:85-92.
Barnhart, Kenneth Edwin, 1924, "The Evolution of the Social Consciousness in Methodism," Unpublished PhD. 
dissertation, Department of Sociology, University of Chicago.
Beazley, C. Raymond, 1898, "The Established Church," Traill 1898:403-413.
Becker, Howard S., [1963] 1973, Outsiders: Studies in the Sociology of Deviance, 2nd ed. New York: Free Press.
（=[1978] 1993. 村上直之訳，『アウトサイダーズ――ラベリング理論とはなにか　新装版』新泉社．）
Berman, Nathan and Burgess, Ernest W. 1937. "The Development of Criminological Research in the Soviet 
Union, " American Sociological Review, 2:213-222.
Bevir, Mark, 2011, The Making of British Socialism, Princeton, New Jersey: Princeton University Press.
Brown, John, 1898, "The Free Churches, 1815-1854," Traill, H.D. (ed.), 1898, Social England: A Record of the 
Progress of the People. V.6（From the Battle of Waterloo to the General Election of 1885），New York: G.P. 
Putnam's Sons. (https://archive.org/details/cu31924087991109. 2015 年 12 月 9 日閲覧）
Burgess, Ernest W., 1916, The Function of Socialization in Social Evolution, Chicago: University of Chicago Press. 
(https://archive.org/details/functionsociali02burggoog. 2015 年 12 月 9 日閲覧）
Burgess, Ernest W. and Leonard S. Cottrell, Jr., [1939] 1998, Predicting Success or Failure in Marriage, London: 
Routledge/Thoemmes.
Burgess, Ernest W. and Harvey J. Locke, [1945] 1953, The Family: From Institution to Companionship, 2nd ed., New 
York: American Book Company.
Burgess, Ernest W. and Paul Wallin, 1953, Engagement and Marriage, Chicago: J.B. Lippincott.
Burgess, Ernest W., Harvey J. Locke and Mary Margaret Thomes, 1963, The Family: From Institution to 
Companionship, 3rd ed. New York: American Book Company.




Cole, G.D.H., [1931] 1937, "Fabianism," in Seligman, Erwin R.A. (Ed.), Encyclopaedia of the Social Sciences. V. 6, 
London: Macmillan.
Coser, Lewis, 1965, Men of Ideas: A Sociologist's View, New York: Free Press.（=1970，高橋徹監訳，『知識人と社
会』培風館．）
Deegan, Mary Jo. 1988. Jane Addams and the Men of the Chicago School, 1892-1918. New Brunswick, New 
Jersey:Transaction.
Eayrs, George, 1909, "Developments, Institntions, Helpers, Opposition," W. J. Townsend, H. B. Workman and 
George Eayrs, eds., A New History of Methodism, V. 1, London: Hodder and Stoughton, 227-331.（https://
archive.org/details/newhistoryofmeth01town. 2015 年 12 月 9 日閲覧．）
Glazer, Barney G. and Anselm L. Strauss, 1967, The Discovery of Grounded Theory: Strategies for Qualitative 
Research, Chicago: Aldine de Gruyter.（=1996，後藤隆・大出春江・水野節夫訳，『データ対話型理論の発見』
新曜社．）
Gusfield, Joseph R., [1963] 1986, Symbolic Crusade: Status Politics and the American Temperance Movement, 2nd ed., 
Urbana, Ill.: University of Illinois Press.
Heath, Richard, 1893, The English Peasant. Studies: historical, local, and biographic, London: T. Fisher Unwin. 
(https://archive.org/details/englishpeasantst00heatiala. 2015 年 12 月 9 日閲覧）
Henking, Susan E., 1992, "Protestant Religious Experience and the Rise of American Sociology: Evidence from 
the Bernard Papers," Journal of the History of the Behavioral Sciences, 29:325-339.
堀内一史，2010，『アメリカと宗教――保守化と政治家のゆくえ』中央公論新社．
J.A.H., 1893, "Lovett, William, Sidney Lee, ed.," The Dictionary of National Biography, V.34, New York: Macmillan, 





Keen, Mike Forrest, 1999, Stalking Sociologists: J. Edgar Hoover's FBI Surveillance of American Sociology, Westport, 
CT: Greenwood.
フルシチョフ，ニキータ・セルゲーエヴィチ（Хрущёв，Ники́та Серге́евич．Khrushche，Nikita Sergeevich），
1959, Доклад на закрытом заседанцц ХХ сьеда КПСС, Москва:  Госполитиздат.（http://web.archive.
org/DokladNaZakrytomZasedaniiXxSezdaKpssOKulteLichnostilEgo. 2015 年 12 月 9 日閲覧．）（=1977，志
水速雄訳，『フルシチョフ秘密報告「スターリン批判」』講談社．）
岸川富士夫，2011，「J. ハーバーマスの思想における社会国家」『愛知大学経済論集』186: 115-142.
Lee, Sidney (ed.), 1900, The Dictionary of National Biography, V.61, New York: Macmillan.（https://archive.org/
details/dictionaryofnati61stepuoft. 2015 年 12 月 9 日閲覧）
レーニン，ウラジーミル・イリイチ，（Ле́нин, Влади́мир Ильи́ч. Lenin, Vladimir Ilyich）（副島種典編訳），
1975，『労働者統制・国有化論』大月書店．
Locke, Harvey James. 1930. "A History and Critical Interpretation of the Social Gospel of Northern Baptists 
in the United States." PhD. dissertation, Department of Christian Theology and Ethics, University of 
Chicago.




L.S., 1894, "More, Hannah," Leslie Stephen, ed., 1894, The Dictionary of National Biography, V.38, New York: 
Macmillan, 861-867. (https://archive.org/details/dictionaryofnati38stepuoft. 2015 年 12 月 9 日閲覧）
―――― 1900, "Wilberforce, William," Lee 1900:208-217.
Marx, Karl and Friedrich Engels, [1848] 2008, Manifest der Kommunistischen Partei, Mετα Libri．（http://www.





Potter, Beatrice, 1891, The Co-operative Movement in Great Britain, S. Sonnenschein.（=1921, 久留間鮫造訳，『消
費組合發達史論：英國協同組合運動』同人社書店．）
Rogers, James E. Throrold, 1888, The Economic Interpretation of History, New York: G.P. Putnam's Sons.（https://
ia601406.us.archive.org/details/economicinterpre00rogeuoft. 2015 年 12 月 9 日閲覧）
Schmoller, Gustav Friedrich (trans., A.W.S.), 1915, "Schmoller on Class Conflicts in General," American Journal of 
Sociology, 20:504-531.
Seignobos, Charles (trans., S.M. MacVane), [1899] 1907, Political History of Europe since 1814, New York: Henry 
Holt. （https://archive.org/details/cu31924027804537. 2015 年 12 月 9 日閲覧）
Semmel, Bernard, 1973, The Methodist Revolution, New York: Basic Books.
Shaw, Bernard and Gaylord Wilshire (eds.), [1889] 1891, Fabian Essays in Socialism, New York: Humboldt. 
（https://archive.org/details/fabianessaysinso00fabirich. 2015 年 12 月 9 日閲覧．）
志水速雄，1977，「解説――フルシチョフ秘密報告の背景と評価」フルシチョフ 1977:146-204.
Stouffer, Samuel A., 1955, Communism, Conformity, and Civil Liberties: A Cross-Section of the Nation Speaks Its Mind, 
Garden City, New York: Doubleday.
Stouffer, Samuel A., Edward A. Suchman, Leland C. DeVinney, Shirley A. Star and Robin M. Williams, Jr., [1949] 
1977, The American Soldier: Adjustment during Army Life (V.1), Manhattan, Kan.: Military Affairs/Aerospace 
Historian Pub., Sunflower University Press.
Stouffer, Samuel A., Arthur A. Lumsdaine, Marion Harper Lumsdaine, Robin M. Williams, Jr., M. Brewster 
Smith, Irving L. Janis, Shirley A. Star and Leonard S. Cottrell, Jr., [1947] 1977a, The American Soldier: 
Combat and Its Aftermath (V.2), Manhattan, Kan.: Military Affairs/Aerospace Historian Pub., Sunflower 
University Press.
Traill, H.D. (ed.), 1898, Social England: A Record of the Progress of the People. V.5（From the Accession of George I 
to the Battle of Waterloo），New York: G.P. Putnam's Sons.（https://archive.org/details/cu31924087991091. 
2015 年 12 月 9 日閲覧．）
Trevelyan, G.M., 1922, British History in the Nineteenth Century. London: Longmans, Green. （https://archive.org/
details/BritishHistoryInTheNineteenthCentury. 2015 年 12 月 9 日）
Wearmouth, Robert F., [1937] 1947, Methodism and the Working-Class Movements of England 1800-1850, 2nd Ed., 
London: Epworth Press.（=1994，岸田紀・松塚俊三・中村洋子訳，『宗教と労働者階級――メソジズムと
イギリス労働者階級運動 1800 － 1850』新教出版社．）
Webb, Sidney and Beatrice Webb, [1897] 1902, Industrial Democracy, London: Longmans, Green. （https:// 




―――――，―――― [1894] 1911, The History of Trade Unionism, New ed., London: Longmans, Green. （https://
archive.org/details/historyoftradeun00webb. 2015 年 12 月 9 日 閲覧．）（=1973，荒畑寒村監訳・飯田鼎・
高橋洸訳，『労働組合運動の歴史』上下巻，日本労働研究機構．底本は 1920 年版）
―――――，―――― 1911a, The Prevention of Destitution, London: Longmans, Green.（=1914，大日本文明協會編，
『國民共濟策』大日本文明協會．1919 年に『防貧策』と改題）
――――，――――　1920, A Constitution for the Socialist Commonwealth of Great Britain, London: Longmans, 
Green.（https://archive.org/details/constitutionfors00webbuoft. 2015年12月9日閲覧．）（=1979，岡本秀昭訳，
『大英社会主義社会の構成』新版，木鐸社．）
―――――，―――― 1921, The Consumer's Co-operative Movement, London: Longmans, Green.（= 山 村 喬 訳，
1925，『消費組合運動』同人社書店．）
――――，――――　1936, Soviet Communism: A New Civilization, London: Longmans, Green and Co. （https://
archive.org/details/sovietcommunismn02webb. 2015 年 12 月 9 日閲覧．）（=1952-53，木村定・立木康男訳，
『ソヴェト・コンミュニズム―新しき文明』2 巻　憲法（一），（二），みすず書房．翻訳は中断．）
―――――，―――― 1936a, Is Soviet Communism a New Civilisation? (Left Review Pamphlet), London: Left 
Review.（=1946，川村靜子訳，「ソヴィエト共産主義は新しい文化なりや」『ソ聯とは何ぞや』世界文学社，
1-41.
―――――，―――― 1936b, Soviet Communism: Dictatorship or Democracy? (Left Review Pamphlet), London: 
Left Review.（=1946，川村靜子訳，「ソヴィエト共産主義は獨裁か民主制か」『ソ聯とは何ぞや』世界文学社 , 
43-102.
―――――，―――― [1923] 1970, The Decay of Capitalist Civilization, Freeport, N.Y.: Books for Libraries Press.
（=1928, 安部磯雄ほか訳，「資本主義文明の崩壊」，『資本主義文明の崩壊；大英社會主義國の構成；消費組
合の將來』（社會思想全集 第 34 巻），平凡社．）
―――――，―――― [1932] 1975 (intro., T.H. Marshall), Methods of Social Study, London: London School of 
Economics and Political Science.（=1982，川喜多喬訳，『社会調査の方法』東京大学出版会．）
Whittaker, T., 1898, "Philosophy," Traill 1898:240-245.
